




On the Pulsation-Effect of Intake or Exhaust
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On the Pulsation司Effectof Intake or Exhaust Pipe 




To examine the influences of an intake or exhaust pipe syst巴m on the delivery ratio (or the 
breathing capacity) in a small crankcs巴-scavengedtyp巴 oftwo-stroke cycie gasoline engine， the 
present writer has m巴asuredthe amount of the breathing air or the delivery ratio and analyzed 
som巴 pressureindicator diagrams of the intake or exhaust pipe. 
Especially， this paper treats of the results of consideration on the effects of various factors for 







次式で与えられる脈動次数 (q)が 1，2， 3……の整数のとき共振し，給気比が増大すると
主張している。
q=(2k+l).ajL+Nj60=15ajN.L (k=o) .・H ・.…(1)






















日 lmlシリンダ径×行程 mm 40ψx39.8 I 55φx52.5 
行 程 体 積 cc 50 125 
クランク室体積(上死点)cc 161 452 
圧 ìFf~ 上七 7 : 1 7: 1 
給気子L 600 700 
ポートタイミング 排気孔 670 69.30 
掃気子し 550 570 
給 〆ヌ士L含 管 内 径 mm 13.8φ 21φ 
封ド ぷヌ丘三k タ日耳 内 信 111111 21φ 30中












K={Q-+-(Vh.Nj60)}X 100% ……………(21 
ここに Vh :行程体積 cc， N:機関回転数 Ypm， Q:実測せる給気量 ccjs，であヮて次
式から求められる o
Q=Ca.A.v'云ユ訂正o-ccjs 
ゆニ1-0.5246 X 10- 3 • Jh7) 
ここに Ca:ノズル流量係数， A:ノズル開口面
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まず図-6のa(N = 1510rpm)， b (N = 1790rpm)で、は給気管内に残存する脈動波のうち，
次の給気期間に影響するのは 4次および5次というかなり高次の脈動波のため，それ自体かな
り減衰しているのみならず，給気期間中に正および負の波が同時に入り込むので，給気比曲線
のa，b点にはさほど、顕著な影響は表われていない。しかし C(N = 2400rpm)では 3次の正の
脈動波が給気期間に重なり，この場合給気比はやや上昇し， d (N =3610rpm)では 3次の負の
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図 5 給気比曲線 (E-50)
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図 7 給気比曲線 (E-125)
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図 8 オシ戸グラム (E-125)
次に給気管長および機関回転数を変えた実験結果を脈動次数 (q)を用いて整理すると図-
9の通りである。
図によると P.Voisselの予想を裏切ヮてq=1 ， 2および 3附近で曲線の谷がよく揃1，'，逆
に qニ 1"""2および q=2""" 3の中間では脈動効果による曲線の山がだいたい揃ヮている。こ
こに脈動次数 (q)と脈動波の重塁状態との関係は q=1，2，3としづ整数のときは給気孔開
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されていなかヮたが， N= 3000 rpm附近における曲線の山は管径に比例して順次高速側に移
動しており，管径の影響ーが存在することがわかる。しかし，管径補正を施した音速 (a)の算
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図 10 給気比曲線 (dl~イ七)









ら求めた音速 (ai)および l回転中の脈動波のサイクル数 (qi)を図 12の給気比曲線上に記
入してある。図において (}i/2= 600の給気比曲線は前述の結果と同様に q，=2.2ん_2.1んおよ
びqi= 1. 2ん_1.1んで、曲線の山を qi=2.3/4，13ん，で谷を生じている。これに対して θi/2=
( 74 ) 
クランク室圧府間2サイクル機関における給・拶鼠管系の脈動効果について 437 
80



















































には， q¥= 12んで給気比曲線の山，qi= 2で谷を生ずる。ll)慣性効果の利用が不良の場合に
は，給気期間後半に正圧波が重畳する qi=1. 2ん_1.1んで、給気比曲線の山，負圧波が重なる q¥

























































図 19の (a)，(Nニ 1790rpm)gこの場合排気孔開(E.o.)から次のE.Oまでの lサイクル
中に生ずる脈動波の次数 q'e(オシロから求めた値〉は q'e=2.1んであり，有効掃・排気期間




図 (b)，N =2310rpm g f}es*期間後半に脈動波の正圧が重畳するので (Qe'=22 / 4)排気吹出
し正圧波が増大し， fJes*期間における負圧期間の減少と相待ヮて急激な (K-Ko) の低下をき
たしている。これに対し
図 (c)，N =3100rpm g fJes*期間の大半が正圧波で覆われているにもかかわらず， Qe' =2で
あり残留負圧波がfJes*期間全域に重畳するので排気吹出し正圧波を削り， (K-Ko) 曲線は上昇
している。 (K-Ko=5%)












図-18 K-Ko線図 図 19 オシログラム















Qeニ (ae/4Le)/(360/360十θ白*)(N/60) = (1 +θles*).qe ……………(4) 
で与えられ， {}es *期間に入り込む脈動波のサイクノレ数(.dqe)は
Llqe= (θe8*/360) .qe={θe8*/(360十仇♂)}.Qe …'"・H ・..……(51
となる。ここにみ:排気管系における音速， Le:排気管長， N:機関回転数， qe:従来の脈動
次数(=15aejNLe)である。この脈動次数(Qe)と脈動波との関係は図-20に示すようにQe=1 ， 
1 3 ん ~2 ， 2 ・ 8ん~3 のときは有効掃排気孔関口期間 (θes勺の後半に負圧波が同調するので掃
気作用を助長し， Qe= 1 1ん ~12ん ， 21j4~22んでは正圧波が重塁することになり給気比は低下ー
する。かかる推論を検証すべく，排気管長を変えた実験結果をKjKo~1jQe線図に整理してみ
ると図-21の通りである。図において Qeニ 1 3ん~2 でKjK。曲線の山はよく揃い， Qeニ 23ん~
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次に Qe=3'""' 4の範囲にわたてコてKjK。孟 lとなヮているがこれは排気吹出し効果に基因する










性効果の利用が不良の場合には給気孔開口期間後半に正圧波が重塁する qi= 12 j 4 '""' 11んで、給気
比曲線の山，負圧波が重なる qi=13んのとき給気比は低下する。従来脈動効果の同調条件は脈
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